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事 前 評 価 個 表

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業計画期間 平成31年度～平成35年度（５年間）

（みやぎほくぶ）

事業実施地区名 宮城北部森林計画区 事業実施主体 東北森林管理局
（都道府県名） （宮城県） 宮城北部森林管理署

事業の概要・目的 本計画区の対象は、宮城県のほぼ中央から北部に位置し、北側は北上川中流森
林計画区及び大槌・気仙川森林計画区、西側は雄物川森林計画区及び最上村山森
林計画区、南側は宮城南部森林計画区に接し、東側は太平洋に臨む、大崎市をは
じめとする６市５町にまたがる約７万haの国有林野を対象としている。
本計画区は西端を南北に走る奥羽山脈の山岳地帯、東部の北上山地の丘陵地帯

及びこの２つに挟まれた平野部とに大別される。奥羽山脈を含む山岳地帯は、岩

手県、宮城県の県境に栗駒山（1,627m 、小鏑山（1,262m 、船形山（1,500m）等） ）
くりこまやま こかぶらやま ふながたやま

の標高1,000m以上の山々が連なっている。また、丘陵地帯は北上山地の南端部に
位置し、標高600m以下の起伏の緩やかな地形となっている。北上山地の東側はリ

アス海岸で太平洋に面し、金華山等の島が陸地からあまり離れていない位置に点
きんかさん

在している。
主要河川は、奥羽山脈に源を発し、東流して北上川に合流し、南下して太平洋

に注ぐ迫 川、江合川、奥羽山脈に源を発し、東流して石巻湾に注ぐ鳴瀬川等が
はさまがわ え あ いがわ な る せがわ

ある。
本計画区には、優れた自然環境を有する地域が多く、｢栗駒山･栃ヶ森山周辺森

林生態系保護地域｣を設定しているほか、｢栗駒国定公園｣等に指定されている。
これらの地域は、温泉や景勝地など観光資源に恵まれており、登山、散策等の

森林を利用したレクリエーションや保健休養の場として多くの人々に利用されて
いる。
事業計画における森林の現況は、人工林が約２万５千ha、天然林が約４万haと

なっている。人工林の主な樹種別面積はスギが約１万９千ha、アカマツが約４千
ha、カラマツが約１千haで、スギが人工林全体の約74％を占めている。天然林は
主な樹種であるブナが約３万haで、天然林全体の約75％を占めている。
人工林の齢級構成をみると、11齢級をピークとして、一般的な間伐適期である

７齢級から８齢級の林分が約１割、主伐期である10齢級以上の林分が約６割とな
っており、主伐、間伐を見据えた路網整備や主伐後の確実な更新とその後の保育
が必要となっている。
本計画区の国有林野の91％が保安林に指定されており、水源涵養や土砂流出防

かん

備等に重要な役割を果たしている。このうち、沿岸部の一部は潮害防備保安林や
魚つき保安林に指定されており、地域の生活環境や産業の保全に重要な役割を果
たしている。
林業・木材産業については、森林資源を利用した合板製造、製紙等の木材加工

業が発達しており、地域の重要な産業となっている。
また、これら木材加工業に加え、近隣地域も含め木質バイオマス発電施設の建

設・稼働が進み、スギ等の木材需要が増加していることから、国有林野からの木
材の安定供給を担う役割が求められている。
本事業においては、国有林材の安定的・持続的供給に努めつつ、地球温暖化防

止にも積極的に寄与するため、森林の重視すべき機能の区分に応じた適切な森林
整備、間伐材等の利用推進に資することを目的とし、コンテナ苗を活用した植栽
等の更新作業、列状間伐や下刈回数の削減等による保育作業の低コスト化、及び
効率的な森林整備を推進するための路網整備を実施する。

主な事業内容 森林整備 更新面積 935 ha
保育面積 10,311 ha

路網整備 開設延長 17.0 km

総事業費 6,102,948千円（税抜き 5,650,878千円）

費用便益分析 総 便 益（Ｂ） 14,564,036千円

総 費 用（Ｃ） 7,225,690千円

分析結果（Ｂ／Ｃ） 2.02



森林整備を行うことにより公益的機能の発揮と木材生産等を通じた地域振興へ
の寄与が発揮されることから、事業実施の必要性が認められる。

森林管理局事業評価
技術検討会の意見

評価結果 ・必要性： 地球温暖化防止対策や国土保全、水源涵養等の公益的機能の発揮や
森林整備箇所の分散に対応した適切な路網配置により、スギ等の安定

、 。供給に関する役割を果たしていくため 本事業の必要性が認められる
・効率性： 費用便益分析の結果及び低コスト化、効率的な森林整備の取組から

十分な効率性が認められる。
・有効性： 国有林の地域別の森林計画に即した事業内容であり、保育等の適切

な森林整備や、これと連携した路網整備により、森林の有する公益的
機能を十分発揮させるものとなっていることから事業の有効性が認め
られる。

　新規地区採択に当たっての審査項目（チェックリスト）、費用便益分析及び各
観点からの評価を踏まえて総合的かつ客観的に検討したところ、森林の重視すべ
き機能の区分に応じた適切な森林整備が効率的・効果的に計画されているものと
認められる。



様式１

事 業 名　： 都道府県名： 宮城県
施行箇所 ： （単位：千円）

中　区　分 評価額

洪水防止便益 3,820,519

流域貯水便益 921,128

水質浄化便益 2,056,474

土砂流出防止便益 3,590,965

炭素固定便益 1,945,891

木材生産等経費縮減便益 11,279

木材利用増進便益 2,184

木材生産確保・増進便益 1,853,610

森林整備促進便益 361,986

総　便　益    （Ｂ） 14,564,036

7,225,690

14,564,036

7,225,690

森林整備経費縮減等便益

水源涵養
かん

便益

山地保全便益

環境保全便益

木材生産等便益

便　益　集　計　表
（森林整備事業）

森林環境保全整備事業
宮城北部森林計画区

大　区　分 備　　　　考

総　費　用    （Ｃ）

費用便益比 Ｂ÷Ｃ＝ ＝ 2.02



森林環境保全整備事業 宮城北部森林計画区 宮城県 宮城北部森林管理署事業概要図

宮城北部森林計画区位置図
（宮城県宮城北部森林管理署）

大船形山国有林（小栗山林道専用道開設）

鮎川山国有林（保育間伐）

大峠山国有林（除伐）

切留山国有林（下刈）荒雄岳国有林（植付）

主な森林整備位置図




